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横須賀市(令和8年4月1日時点)

人 口：363,912 人 

職員数：     3,218 人 (正規職員数)

地形・環境の特徴

● 三方を海に囲まれた、自然豊かな地域

● 丘や坂が多くトンネルが多数点在。平地が少ない。

● 東京湾側には低地が広がり、中心市街地を形成

横須賀市の紹介
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資料：YOKOSUKAビジョン2030

横須賀の人口推計

横須賀市の課題

高齢化

約32.9% ※2025年時点

（全国平均約29.4%）

人口減少

約10.5%減 ※2015年~2026年
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生成AI導入の経緯

令和５年３月２９日

市長から
「ChatGPTを使って何か検討
出来ないか」

デジタル・ガバメント推進室
「安全性を確認した上で使いたい」

令和５年４月２０日 全職員利用開始

一気に事業化が加速
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意識の改革

職員が新たなテクノロジーに触れることによる意識の改革

ChatGPT 「全職員」への導入の目的

業務の効率化

文書作成業務などの効率化

ベストプラクティスの横展開

職員から利用方法を収集し、ベストプラクティスを横展開したい
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月刊誌で
継続的に周知

触ってもらうためにどんな工夫してきたか

内部イベントを
継続して実施チャットGPT研修を実施

40代、50代をターゲット

読むハードルを徹底的に下げた

ニーズに応じた紙面構成

AI戦略アドバイザー深津貴之氏

によるオリジナルの研修

実際に手を動かして学ぶ

ワークショップ型

GPT活用コンテスト

ホワイトハッカーコンテスト

全員参加型のコンテストを実施
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Digital  Government  Promotion  Division City  of  Yokosuka

チャットGPT通信抜粋

Copyright @ City of Yokosuka All Rights Reserved.
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あえて最低限のルールしか示していない。

職員に周知しているルール

インターネットを介して使用するサービスです。
機密性の高い情報や個人情報、守秘義務のある情報は書かないでください。

回答が正しいとは限りません。あくまでAIによる回答ということを

意識してください。最後は人が判断する必要があります。

情報は最新ではありません。人が必ず確認してください。

【注意事項】
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ChatGPT活用にあたっての懸念点

よくある懸念：情報が漏洩したりしないの?

・職員に機密情報や個人情報を入力しないよう徹底

【３つの壁で対策】

・API経由の場合は入力情報は学習には使われない

・入力情報を学習には使われないよう、オプトアウト

※OpenAIの規約
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どれくらいの人数が使って、利用者の年齢は？

さほど年齢は関係なく、多くの職員に利用されている。

約2,900人／4,200人

約70%が利用

＊他の自治体に比べると高い数字

年代別利用率
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市民サービスへの活用状況①
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24時間365日相談対応が可能

期待される効果

傾聴相談AI 概要

軽度な段階での傾聴により重度化を予防

多言語（日本語・英語）での相談が可能

重度、緊急対応は有人相談

行政への相談は心理的なハードルがある。人と話すほどでもない。

職員の相談はどうしても業務時間内になってしまい、相談可能な時間が限られる。

職員の数に限りがあるため、混雑時にお待たせしまうことがある。

現状の課題

生成ＡＩを活用した
24時間365日の傾聴相談
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令和７年10月９日市長記者会見

生成ＡＩを活用した
24時間365日の傾聴相談対応

生成ＡＩの力で
時間と言語の壁を超える！
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市民サービスへの活用状況②
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高齢者の心理的安定・介護現場の負担軽減

期待される効果

認知症予防AI 概要

会話そのものによる脳の活性化

AIとの思い出話による「友好的な気分の
維持・向上」が明確に確認（東北大学）

急速な高齢化と「孤立」による認知症リスクの加速

会話（交流）が認知症予防に大切なことは分かっているが、
行政にできることには限界がある。

現状の課題

音声会話型
認知症予防AI
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令和７年９月21日学会で効果を発表

×

×

東北大学

×



19

生成ＡＩ開国の地 横須賀から描くＡＩの未来

横須賀市経営企画部

デジタル・ガバメント推進室

室長 大島 健範


	スライド 1: 生成ＡＩ開国の地　横須賀から描くＡＩの未来
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15: 令和７年10月９日市長記者会見
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19: 生成ＡＩ開国の地　横須賀から描くＡＩの未来

